様式２―１
平成２６年度「新エネ大賞」　応募申請書
（導入活動部門）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２６年　　月　　日
一般財団法人　新エネルギー財団
会　長　　近藤　隆彦　殿
【応募申請者（代表）】
住　　所　　　〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
事業者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
【応募申請者（共同）】
住　　所　　　〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
事業者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
【応募申請者（共同）】
住　　所　　　〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
事業者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
平成２６年度「新エネ大賞」に下記の案件を応募申請します。

【注記】
○代表者は応募申請事業に関する責任者としてください。
○複数の事業者が共同で応募する場合のみ、応募申請者（共同）に記載してください。
新エネルギー財団受付（事務局記載欄）
	受付年月日
	平成２６年　　月　　日
	分類番号
	


様式２－２
応募者概要・連絡先
	応募者概要
	担当者氏名・連絡先等

	応募申請者（　代表　）
	事業者名
	
	氏名
	

	
	業種
	
	部署
	

	
	事業概要
	
	役職
	

	
	資本金（※）
	
	E-mail
	

	
	従業員数（※）
	
	TEL
	

	
	【備考】
	FAX
	

	
	
	〒
	

	
	
	住所
	

	応募申請者（　共同　）
	事業者名
	
	氏名
	

	
	業種
	
	部署
	

	
	事業概要
	
	役職
	

	
	資本金（※）
	
	E-mail
	

	
	従業員数（※）
	
	TEL
	

	
	【備考】
	FAX
	

	
	
	〒
	

	
	
	住所
	

	応募申請者（　共同　）
	事業者名
	
	氏名
	

	
	業種
	
	部署
	

	
	事業概要
	
	役職
	

	
	資本金（※）
	
	E-mail
	

	
	従業員数（※）
	
	TEL
	

	
	【備考】
	FAX
	

	
	
	〒
	

	
	
	住所
	


※：地方自治体の場合、記載不要
新エネ大賞をどちらでお知りになりましたか？
□ 新エネルギー財団ホームページ　　　　□ 新エネルギー財団からの募集案内
□ 経済産業局からの案内　　　　　　　　　 □ 自治体からの案内（具体的に：　　　　        　　　　　）
□ 関係団体からの案内（団体名：　　　　　　       　   　　　）
□ 新聞、雑誌等記事・広告（媒体名：　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□ その他（具体的に：　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
様式２－３
応募内容説明書
１．概要説明
	（１）導入活動の概要
（簡潔にまとめてください）
（２）導入活動の特長
（詳細説明に記載した内容を簡潔にまとめてください）



２．詳細説明
	２．１背景や目的



	２．２導入の経緯



	２．３導入設備等の詳細



	２．４先進性・独創性



	２．５　利用実績




	２．６　発展性（汎用性・波及性）




	２．７受賞歴、発表歴




応募テーマ名：


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





設備等の導入に際しての背景、課題、目的、目標などについて記載してください





○設備等の導入に至るまでの経緯について分かりやすく記載してください。


○公的な補助金制度などを利用している場合は、「補助金名称」「補助元」「補助率」「補助金額」について記載ください。





図、表、写真等を用いて導入設備の構成、原理などを示し、導入した範囲を分かりやすく記載してください。





○他の類似の導入事例と比較して、改善や新技術の導入などにより先行した内容について記載ください。


○導入活動に際して、他と比較して独創的な取組み（事業スキーム、地域との連携、普及活動等）や従来の発想とは異なる点について記載ください。





○導入設備の運転開始時期、運転状況（実績値と目標値）などについて記載ください。


○可能な限り、直近のデータを示してください。





○当該取組みが他においても導入可能、あるいは模範となり、広く活用できるものであることを記載ください。


○特に、経済的メリットについては、費用対効果に優れている点を可能な限り定量的（投資金額、収支計画、回収期間等）に記載ください。





本導入活動に関する表彰等の受賞歴及び学会・新聞等への発表状況について記載ください。








1

